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■ 学校概要                             

 

◆ アクセス ◆ 

 

学校法人関西学院 

関西学院中学部・高等部 

〒662-8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1-155 

 TEL：0798-51-0988 

 

［最寄駅からの所要時間］ 

○阪急電鉄今津線 甲東園駅・仁川駅下車 

○甲東園駅からは徒歩（約 15分） 

またはバス（約 5分） 

○仁川駅からは徒歩（約 15 分） 

 

 

 

［大阪・神戸から最寄り駅まで］ 

▷ 大阪より 

阪急電鉄 大阪梅田→西宮北口（12 分）・西宮北口→甲東園（4分） 

▷ 神戸より 

阪急電鉄 神戸三宮→西宮北口（14 分）・西宮北口→甲東園（4分） 
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◆ 教育方針 ◆ 

 

＜関西学院とは＞ 

 

“Ｍａｓｔｅｒｙ ｆｏｒ Ｓｅｒｖｉｃｅ” を体現する人材を育成 

アジアやアフリカ、南米、シベリアにいたるまで自ら赴き、「世界の奉仕者」として生きた宣教師

Ｗ.Ｒ.ランバスによって１８８９（明治２２）年に、わずか教員５名・生徒１９名で関西学院は設

立されました。 

 １９１０（明治４３）年にカナダ・メソヂスト教会から派遣され、後に第４代院長になった宣教

師Ｃ.Ｊ.Ｌ.ベーツが、創設者ランバスの精神を“Ｍａｓｔｅｒｙ ｆｏｒ Ｓｅｒｖｉｃｅ（奉仕の

ための練達）”という言葉で表現して以来、これが関西学院のスクールモットーになっています。 

キリスト教主義教育を通して勉学に励み、知識・技能を身につけ、それを用いて隣人・社会・世

界のために奉仕する人を育成し続けています。 

 

 

＜学びの特徴＞ 

自分のやりたいことを見つけて挑戦する 

そんな姿勢を身につける教育を推進しています 

» ５つの学びで独自の教育を実現 

中学部では、高等部、大学、大学院・専門職大学院まで続く一貫教育の根幹をつくるため、スク

ールモットーのもと、「キリスト教」「読書」「英語」「体育」「芸術」の５本を柱に教育を行ってい

ます。この独自の教育を通して「自分はいかに生きるべきか」を考え、自学自習・自主独立の姿

勢を身に着けることを目的に、豊富な知識や探究心、他者への愛を育みます。さらに国際的感覚

と外国語運用能力、たくましい身体と精神力、創造力と豊かな感性を習得します。 

 

»「師弟同行」の精神 

「師弟同行」は中学部創設以来の伝統です。先生も生徒とともに学びます。週４日の駆け足やマ

ラソン大会、キャンプでは先生が生徒と一緒に汗を流します。相談を受けた先生は生徒と一緒に

考え、目標を達成するまで見守ります。常に生徒とともに歩む姿勢で生徒に接しています。 

» 受験にしばられない人間教育 

中学部から高等部への進学は推薦制をとっています。一定の学業成績を収め、人物・態度が推薦

に値すると判断されれば全員が進学できます。そのため、高校受験にしばられることなく、社会

で活躍するためのさまざまな能力を身につけ、豊かな感性を養い、人間性を磨く教育を実践して

います。 

» 関西学院高等部への推薦制 

高等部への推薦条件はおよそ以下の通りに定められています。 

• 出席日数が３分の２以上である。 

•１学期、２学期、３学期成績の総平均点が６５点以上（１００点中）である。 

•１学期、２学期、３学期成績の各教科の平均点が５５点以上（１００点中）である。 

高等部への進学だけでなく、高等部から大学への進学も推薦制をとっています。高等部では大学

の教授による授業があるほか、一部科目において大学の授業を受けることができるプログラムが

あります。また、キャンプや部活動では、中学部・高等部を卒業した大学生が指導を支援し、関

西学院の精神を伝えます。成長段階に応じた教育内容で、大学まで推薦によって進学できます。 
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■ 中学入試データ                          

 

◆ 入試状況 ◆ 

年度 

2024 年度 2023 年度 2022 年度 

Ａ日程 Ｂ日程 Ａ日程 Ｂ日程 Ａ日程 Ｂ日程 

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 

募集人数 約 65 約 35 約 25 約 15 約 65 約 35 約 25 約 15 約 65 約 35 約 25 約 15 

志願者数 158 86 291 214 161 93 272 209 213 126 330 216 

受験者数 142 81 170 119 150 87 157 123 206 120 203 136 

合格者数 70 47 57 65 75 46 46 43 78 45 42 36 

最高点 431 455 371 388 432 443 375 387 451 453 346 379 

合格最低点 324 349 280 288 348 362 312 318 354 369 287 304 

※Ｂ日程において、Ａ日程または帰国生入試を受験した者には、合計点に 10 点を加算しています。 

 

◆ 入試科目別 ◆ 

2024 年度 

 
Ａ日程 Ｂ日程 

男子 女子 男子 女子 

科目 国語 算数 理科 国語 算数 理科 国語 算数 国語 算数 

満点 200 200 100 200 200 100 200 200 200 200 

受験者平均点 123 128 62 141 143 66 143 110 160 123 

最高点 178 200 89 175 198 90 185 200 200 198 

2023 年度 

 
Ａ日程 Ｂ日程 

男子 女子 男子 女子 

科目 国語 算数 理科 国語 算数 理科 国語 算数 国語 算数 

満点 200 200 100 200 200 100 200 200 200 200 

受験者平均点 143 134 61 156 133 64 141 127 156 132 

最高点 180 194 91 192 192 83 185 200 190 200 

2022 年度 

 
Ａ日程 Ｂ日程 

男子 女子 男子 女子 

科目 国語 算数 理科 国語 算数 理科 国語 算数 国語 算数 

満点 200 200 100 200 200 100 200 200 200 200 

受験者平均点 138 128 65 151 128 65 125 116 142 119 

最高点 180 200 90 192 192 84 179 184 194 200 
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■ 特訓概要（２０２４年度版）                          

 

 

◆ 開催校 （２０２４年）◆ 

西宮北口本校、宝塚校 

※２０２５年からは、西宮北口本校のみの開講となります。 
 

◆ 受講基準 （２０２５年）◆ 

「公開模試」の３科目平均偏差：２月～ ４６以上 ：夏期～ ４９以上 
 

◆ 指導教科 （２０２４年）◆ 

前期特訓…算数が毎週実施、国語と理科が隔週実施  
（例）１週目：算数・国語 ２週目：算数・理科 

後期特訓…国語・算数・理科を毎週実施 
 

◆ 一週間のモデルスケジュール ◆ 

火曜日 木曜日 土曜日 日曜日 

国語 理科 
算数 

（社会） 

学習力育成テスト※・公開模試 

関学特訓 

※ 前期は学習力育成テスト、後期は合格力育成（実践）テスト 

（本科クラス）国語 150 分・算数 200 分・理科 150 分・（社会 100 分） 

（本科発展クラス）国語 200 分・算数 250 分・理科 150 分・（社会 100 分） 

 

◆ 授業時間 ◆ 

- 前期 -  - 後期 - 

9:00～12:20 
学習力育成テスト 

公開模試 
 9:00～12:30 

合格力育成テスト・合格力実践テスト 

公開模試 

12:20～12:45 食事休憩  12:30～12:45 食事休憩 

12:45～14:25 授業①（100 分）  12:45～14:25 授業①（100 分） 

14:35～16:15 授業②（100 分）  14:35～16:15 授業②（100 分） 

※クラス数によっては下記の通り行う場合があります。 

テスト…12:55～16:15 授業…16:25～20:00 

 16:25～18:05 授業③（100 分） 

 18:05～19:05 ふり返り（60分） 

※ 学習力育成テストや公開模試等のテストは特訓開催校で受験します。 

※ 次年度の特訓時間割は変更になる場合があります。 

 

◆ 特訓保護者会 ◆ 

年３回実施（第１回は４月、第２回は７月、第３回は１０月に実施） 
第１回保護者会…特訓担当者紹介、入試結果報告、特訓指導方針、前期指導内容など。 

第２回保護者会…現状の報告、家庭学習の留意点、夏期指導内容など。 

第３回保護者会…現状の報告、後期指導内容、入試説明、併願校の紹介など。 

 

◆ 特訓イベント ◆ 

・関西学院中入試シミュレーション…年１回実施（１１月） 
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◆ 特訓カリキュラム ◆ 

 回数 国語 算数 理科 

前
期
（
２
月
～
７
月
） 

１ 選択式の解法Ⅰ 入試問題演習  

２  規則性Ⅰ 力学総合 

３ 選択式の解法Ⅱ 規則性Ⅱ  

４  規則性Ⅲ 化学総合 

５ 選択式の解法Ⅲ 数論Ⅰ  

６  数論Ⅱ 植物①② 

７ 抜き出しの解法Ⅰ 数論Ⅲ  

８  文章題Ⅰ 動物・人体① 

９ 抜き出しの解法Ⅱ 文章題Ⅱ  

１０  割合と比Ⅰ 人体②・地表面の変化 

１１ 抜き出しの解法Ⅲ 割合と比Ⅱ  

１２  入試問題演習 天体①② 

１３ 記述演習Ⅰ 割合と比Ⅲ  

１４  場合の数Ⅰ 天体③・気象 

１５ 記述演習Ⅱ 場合の数Ⅱ  

１６  場合の数Ⅲ 気体・水溶液① 

１７ 記述演習Ⅲ 平面図形Ⅰ  

１８  平面図形Ⅱ 水溶液②・燃焼・熱 

１９ 記述演習Ⅳ 速さ  

２０  数論Ⅳ 音・光 

夏
期 

１ 入試問題演習・語句問題演習 入試問題演習・文章題Ⅰ  

２  文章題Ⅱ・Ⅲ 入試問題演習・電流 

３ 入試問題演習・語句問題演習 入試問題演習・割合と比Ⅰ  

４  割合と比Ⅱ・Ⅲ 入試問題演習・ばねとてこ・滑車・輪軸 

５ 入試問題演習・語句問題演習 入試問題演習・規則性  

６  数論・場合の数 入試問題演習・浮力・物体の運動 

後
期
（
９
月
～
１
月
） 

１ 入試問題演習 入試問題演習 入試問題演習・生物分野① 

２ 入試問題演習 立体図形 生物分野② 

３ 入試問題演習 入試問題演習 入試問題演習・生物分野③ 

４ 入試問題演習 平面図形 地学分野① 

５ 入試問題演習 入試問題演習 入試問題演習・地学分野② 

６ 入試問題演習 速さⅠ 入試問題演習・地学分野③ 

７ 入試問題演習 入試問題演習 物理分野① 

８ 入試問題演習 速さⅡ 物理分野② 

９ 入試問題演習 入試問題演習 入試問題演習・物理分野③ 

１０ 入試シミュレーション 入試シミュレーション 入試シミュレーション 

１１ 入試問題演習・語句問題演習 入試問題演習 入試問題演習・化学分野① 

１２ 入試問題演習・語句問題演習 入試問題演習 入試問題演習・化学分野② 

１３ 入試問題演習・語句問題演習 入試問題演習 重要問題演習 

１４ 入試問題演習・語句問題演習 入試問題演習 入試問題演習・化学分野③ 

１５ 入試問題演習・語句問題演習 入試問題演習 入試問題演習 

１６ 入試問題演習・語句問題演習 入試問題演習 入試問題演習 
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■ 国語の指導内容                          

 

◆ 入試の出題傾向 ◆ 

 

☆２０２０年以降☆ 

【Ａ日程】 ・試験時間…６０分   ・問題構成…「文章題２題＋語句問題１題」 

・素材文 …「物語文・論説文・語句」 ※語句問題はある場合とない場合があります 

【Ｂ日程】 ・試験時間…６０分   ・問題構成…「文章題２題＋語句問題１題」 

・素材文 …「物語文・論説文・語句」 ※語句問題はある場合とない場合があります 

 

出題内容は『記述問題が中心』で、次に空欄補充、漢字または選択肢と続きます。記述問題は全

体の６～７割をしめます。また、すべての記述問題において字数制限がなく解答欄の大きさから書

く文字数を判断する必要があります。ただし、文章中のことばを使って答えられる問題が多く、内

容としては決して難しいものではありません。文章内容を正確に把握する力を養っておけば、ある

程度解ける問題です。漢字についても８割程度は「計算と漢字」をやっていれば正解できる内容に

なっており、語句問題については幅広く出題されますが、これも「語句のまとめ（６年で使用する

テキスト）」の内容を理解していれば８割以上正解できる内容になっています。スピードを要求され

る問題ではないので、そこまで時間に追われることはないでしょう。 

 

◆ 前期特訓の内容 ◆ 

 

前期の特訓は関西学院以外の入試問題を使用し、選択肢・抜き出し・記述と単元別に演習形式で

学習を進めながら入試全般に必要な力を養っていきます。宿題は文章題１題と授業の間違い直しで

す。少し量が多いと感じるかもしれませんが、前期中は隔週授業になるのでしっかりと取り組んで

もらいたいと思います。 

国語が伸び悩んでいる場合は、授業に集中し「解説」をしっかり聞き、なぜ間違えたのかを考え

ることが大切です。また、言葉の力は国語の基本です。語句の知識の充実を図りましょう。そのた

めにも、宿題の丸付けや授業の直しなど、基本的な学習姿勢を身につけておくことが重要です。 

 

◆ 後期特訓の内容 ◆ 

 

後期の特訓は毎週授業となり、関西学院の入試問題研究を中心に、出題内容・出題傾向を知り得

点できる力を養っていきます。宿題でも関西学院の入試問題を中心として、約１０年分の過去問を

解いていきます。国語の学力は一朝一夕に身につくものではありませんが、問題を解くパターンを

知ることで確実に得点力アップを期待することができます。そのためにも、本科教室ではしっかり

と基礎を身につけ、特訓では合格するために必要な知識を学んでいきましょう。 
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■ 算数の指導内容                          

 

◆ 入試の出題傾向 ◆ 

 

入試問題は問題用紙１枚、解答用紙１枚、計算用紙１枚の合計３枚に分かれています。問題は「大

問１」で計算問題が４題、「大問２」で一行問題が５題、残りは「大問３～６」と構成されています。

「大問１・２」は答えのみ、「大問３～６」は式または考え方と答えを書きます。「大問２」の一行

問題・「大問３～６」の主な出題の内容は『規則性』・『場合の数』・『速さ』・『平面図形』・『立体図形』

などです。関西学院では、過去に出た問題が再び出題されるケースが少なくありません。前期から

少しずつ過去問に触れながら、後期では入試問題そのものに取り組んで実戦力を鍛えます。間違い

直しにしっかり取り組み、一度取り組んだ問題・類題は次に出題されたときに必ず取れるようにし

ていくことが大切です。 

 

関西学院に合格するためには６５％～７５％の得点が必要です。まずは「大問１」の計算問題で

全問正解することが必須です。６年生でも計算マスターをきっちりこなしてください。そして、次

に「大問２」の一行問題を確実に取ることが必要です。「大問１・２」をしっかり取ることができれ

ば、全体の５０％前後はおさえることができます。「大問３～６」は特訓で学習する教材や入試問題

でしっかりと鍛えていきます。加えて、本科教室の学習をおろそかにしてはいけません。「本科テキ

スト」や「レベルアップ問題集」の類題も関西学院ではよく出題されています。普段の宿題から式

や図を描くことを意識し、特訓・本科教室それぞれの授業・課題を大切にがんばっていきましょう。 

 

◆ 前期特訓の内容 ◆ 

 

前期の特訓は「計算テスト」・「課題プリント」・「授業テキスト」を用いて授業を行います。毎回

授業の最初に「計算テスト」を行います。続いて「課題プリント」の解説をします。「課題プリント」

とは、前期の算数の授業で習うものを関西学院の入試問題の形式にしたもので、毎回の宿題になり

ます。続いて「授業テキスト」を用いて授業をします。「授業テキスト」は入試によく出題される単

元をまとめたもので、授業内で例題を使って導入し、練習問題を使って演習をします。前期の特訓

の宿題は間違い直しと課題プリントです。 

 

◆ 後期特訓の内容 ◆ 

 

後期の特訓は「入試問題」・「課題プリント」・「補充プリント」・「テーマ学習」を用いて授業を行

います。「入試問題」は時間を計って演習をし、答え合わせ・解説をします。また前期と同様に、宿

題の「課題プリント」の解説をします。後期の「課題プリント」は過去問です。お家で解く際は時

間を計って取り組んでもらいます。さらに、「補充プリント」・「テーマ学習」を使用し、入試問題の

解説と課題プリントの解説が終わったあとの時間で重要単元の強化を図ります。後期の特訓の宿題

も前期同様間違い直しと課題プリントです。 
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■ 理科の指導内容                          

 

◆ 入試の出題傾向 ◆ 

 

関西学院の理科は、物理・化学・生物・地学の４分野がバランスよく出題されます。実験観察

問題が出題されることもあり、何を問われているか理解する読解力が求められます。また、記述問

題も多く出題されるため、頭で理解していることを自分の言葉で書きだす力も必要です。ただし、

必要な知識は基本的なものがほとんどです。また、計算問題も数年前から定番化しており、難度も

高いものが増えてきていますが、普段のテスト直しをきちんと取り組んでいれば解けるレベルの問

題が中心です。 

 

関西学院の理科は、コツコツと理科の基礎知識を増やしていくことが合格への近道となります。

基礎問題が多く出題されるため、大きく点差が開きません。その代わり、知識を増やす努力を怠る

と大きな痛手となります。日々の本科教室の復習を心掛けましょう。また、６年生になってから使

用する「理科のまとめ」「生物カード」を徹底的に覚えていきましょう。理科で合格点を出すために

は、本科教室の宿題を粘り強く解きましょう。更に、「理科のまとめ」の宿題をきちんと覚えきるま

でやりきることです。計算問題では超難問が出題されないので、理科の偏差値が足りないからとい

ってあきらめる必要はありません。コツコツと取り組んでいけば、７割の点数が取れる学校です。 

 

◆ 前期特訓の内容 ◆ 

 

前期の特訓は隔週授業となります。物理・化学・生物・地学の単元ごとに、関西学院でよく出題

されている傾向の問題を解き、解説授業をしていきます。前期から、関西学院の入試問題と変わら

ないレベルの問題に取り組んでいきます。家庭学習は、当日の特訓の間違い直し、授業で残った問

題、育成テストまたは公開模試の間違い直しとなります。間違い直しは正しい答えを赤で書くこと

ではありません。必ず考え方を正すように取り組みましょう。 

 

◆ 後期特訓の内容 ◆ 

 

後期の特訓は毎週授業となり、関西学院の入試問題研究を中心に、出題内容・出題傾向を知り得

点できる力を養います。合格するために必要な知識を学んでいきましょう。宿題でも関西学院の入

試問題や類題を中心に解きます。また、関西学院でしか出題されないような問題も含めて対策をし

ていきます。過去問は、特訓内で初めて過去問に取り組むことが効果的ですので、ご家庭では関西

学院の過去問を特訓より先には解かないようにしてください。（特訓で取り扱った後は、解いてもら

って構いません） 

 


